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領域の目指す研究のイメージ



将来の情報システムでの活用を見据えて、光の潜在能力を最大限引き出
せる究極的な光電変換・制御等の要素技術を、新たな理論・材料等を導入し
て創出するもの。また、光の基礎原理・新現象等を物性や量子性に踏み込
んで追究するもの。例えば、光の振幅・位相・空間・偏光・周波数等の様々な
自由度を駆使して光デバイス・光回路のスケーラビリティ・制御性・効率等を
極限まで高めるための学理や技術の創出など。

(例）
• 光に係る新現象・新光物性の開拓と新規デバイスへの応用
• 省エネルギーかつ超高速、超並列、多段接続の可能な光原理の開拓
• 画期的高効率の光電変換材料・デバイスの開発
• メタマテリアル・メタサーフェス・ナノフォトニクスの新展開、など

(1)光の真価を発揮する原理・要素技術の創出
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光と情報等の科学の融合により、光や電子だけでは突破できなかった従来の性能限界を
超える光×電子・量子等のハイブリッド技術を開発するもの。この際、物性物理・材料科学
等に基づく光デバイスに係る研究と、情報科学に基づく数理モデル・アーキテクチャ・ソフト
ウェア等に係る研究の相補的な協調・融合を図るもの。このような科学の融合により、光と
電子・量子等のハイブリッドシステムを統一的に扱える設計理論・実装方法等を創造し、従
来限界を打開できるシステムを実証するもの。
（例：情報）
• 光の極限性能を生かした計算と通信の技術開発
• 光コンピューティングと古典コンピューティングの融合による省電力計算基盤の構築
• ハードウェアとソフトウェアのコデザインによる高効率アーキテクチャ
• 光演算によるAIシステム
（例：通信）
• 光ファイバ無線通信（RoF）に係る研究
• 光通信とエッジ・インネットワークコンピューティングの融合に係る研究
（例：センシング）
• 高エネルギー効率・低消費電力・高解像度のセンサーやディスプレイ技術の開発
• CPSに関連するデバイスやシステムの設計最適化に係る研究
• テラヘルツ波を用いたセンシングと通信向けの技術
• 現実と変わらないバーチャルな世界を実現するAR/VRディスプレイ、など

(2)光と異分野のハイブリッド技術の開発
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将来の情報システムおいて重要となるコンピュータ・通信・IoTデバイス等

の要素間の連携やサイバー空間と実世界の連携を強化するため、光の革
新的な利用技術を開拓するもの。さらに、環境・食料・医療・製造等の様々
な分野の社会課題を、光を利用する情報システムで解決するコンセプトを
提示するもの。

(例)
• 光電融合に基づくコンピュータシステム（エッジ・クラウド連携、光量子古

典融合システム）に係る研究
• 光と情報の融合による医療技術に関する研究
• チップ上での光化学合成技術
• 環境スケーラブルな光利活用技術の開拓、など

(3)持続可能な情報社会へ向けた光の革新的利用技術の開拓
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領域アドバイザー
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役職ご所属氏名

教授東京大学 先端科学技術研究センター岩本 敏

シニアフェロー古河電気工業株式会社大橋 弘美

教授東京大学 先端科学技術研究センター小関 泰之

教授早稲田大学 理工学術院川西 哲也

教授北海道大学 大学院情報科学研究院齊藤 晋聖

チームリーダー理化学研究所 光量子工学研究センター田中 拓男

教授東京科学大学 工学院西山 伸彦

教授宇都宮大学 オプティクス教育研究センター早﨑 芳夫

ジェネラル
プロデューサー

情報通信研究機構原井 洋明

理事長特別補佐／
教授

理化学研究所／
東京農工大学 ワンウェルフェア高等研究所

三沢 和彦

※2026年４月現在



研究期間と研究費

• 提案課題の目標に応じた複数の研究者からなるチーム構成

• 研究期間： 5.5年以内

• 予算規模: 下記のタイプIIのみ
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採択件数目安期間中総額予算規模

今年度採択
予定なし

5億円以下タイプI

５課題程度1.5億円以上, 3億円以下タイプII
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2024年度採択者ポートフォリオ

フォトニクス
光科学

・光コム
・光渦
・量子光学
・光デバイス
等

・光回路
・光ファイバー
・補償光学
・ホログラム
・光記録
等

１期：内田
光リザーバ
光インセンサー

コンピューティング
センシング

１期：田邉
マイクロコム

コンピューティング
通信 センシング

１期：Cong

光ストリーミングプロセッサ
光ニューラルネットワーク

コンピューティング

１期：雨宮
光ARグラス
メタマテリアル

フィードバック

１期：廣理
光物性

テラヘルツ非線形分光

コンピューティング

・AI・機械学習
・超分散コンピューティング
・光量子計算
・数理モデリング
・アーキテクチャ,ソフトウェア
等

情報科学 材料科学

・ナノフォトニクス
・メタマテリアル
・非線形光学材料
・半導体（光・光電融合）
・異種材料集積化技術
等
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2025年度採択者ポートフォリオ

フォトニクス
光科学

・光コム
・光渦
・量子光学
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2期：的場
ホログラフィック顕微鏡
in vivoイメージング

脳光コンピューティング

2期：南川
光リザーバ
光インセンサー

コンピューティング
センシング

2期：横田
光センシング
電気化学界面

診断･修復技術
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融合



領域運営の方針

採択されたCRESTチームと、本研究領域の他のCRESTチーム、

および今回同時に発足したさきがけ「光でつなぐ情報と物理の融

合分野」の研究者との積極的な交流や連携が図れるように、合同

会議や合同シンポジウムを行うなど、交流を促進する仕組みを取

り入れた領域運営を目指します。これにより、年代や分野を超え

た研究者のネットワークが形成されるよう努めてまいります。また

採択チームには、JST内の関連する研究領域との交流や連携、国

内外の主要な研究者との共同研究を含めた交流や連携を期待し

ます。
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R8年度 採択方針について

領域内でのさらなる分野融合に必要な、通信、材料／

プロセスなど、より一層多様で挑戦的な研究提案の応募

をお待ちしています。また、属性 （ジェンダー、地域、国

籍、年齢等）の点でも、より多様な研究者からの応募を

期待しています。3 回目（最後）の募集では、本領域が求

める分野融合を意識したチーム構成とすることはもちろ

んのこと、それぞれの役割を明確にするとともに、チーム

全体として取り組むべき課題と達成時の成果（実現可能

性を含む）がわかりやすく示された提案を期待します。
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研究総括からのメッセージ
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• 実績に基づく自分の強みをまず中心において下さい．

• 自然科学の基本原理・学理を基盤にして下さい．

• 大言壮語するも中身の無い提案，中身はしっかりして
いるも目標が小さい提案，のどちらも相応しくありませ
ん．夢のある目標と堅実な中身を期待します．

• 領域横断，分野融合は「言うは易し行うは難し」です．
ほとんどの場合「融合」せず，「寄せ集め」に終わりま
す．寄せ集めに終わらないことを確信させるに足る説
得力を持った提案を期待します．


